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山國徹, 中島晶, 大泉康  Clinical Neuroscience, 26,1178-1179 (2008) 

85. 漢方薬・生薬の薬理効果（消化器疾患・循環器疾患・呼吸器疾患・代謝内分泌疾患・

泌尿器疾患・産婦人科疾患） 

大泉康 漢方医薬学の基礎（野村靖幸編） 廣川書店, 東京, 105-122 (2010) 

86. 陳皮の抗認知症成分ノビレチンによるアミロイドβペプチド（Ａβ）の神経毒性  発

現作用とＡβ誘発性記憶障害改善 

山國 徹, 中島 晶, 大泉 康  薬学雑誌, 130, 517-520 (2010) 

87. 陳皮成分ノビレチンの抗認知症作用の行動薬理学的証明と機能性食品開発への応用 
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Ⅲ. 出願特許 (1980～) 

 

1. 発明の名称：強心剤 
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 出 願 番 号：特願 昭 55-135376 
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9. 発明の名称：テルペン化合物 

 発 明 者：中村英士，阿部 玲子，大泉 康，小林 正紀 

 出 願 番 号：特願 昭 59-22608 

 出 願 日：1984.2.9 
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 発 明 者：中村英士，阿部 玲子，大泉 康，小林 正紀 

 出 願 番 号：特願 昭 59-39430 

 出 願 日：1984.3.1 
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 発 明 者：中村英士，阿部 玲子，大泉 康 
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 発 明 者：小林淳一，中村英士，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-1868 

 出 願 日：1986.1.8 

 

17. 発明の名称：ピロール化合物 

 発 明 者：小林淳一，中村英士，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-1869 

 出 願 日：1986.1.8 
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 発 明 者：小林淳一，中村英士，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-4677 

 出 願 日：1986.1.13 

 

19. 発明の名称：ピペリン系アルカロイド 

 発 明 者：大泉 康，室山晶子，庄子 昇，竹本常松 

 出 願 番 号：特願 昭 61-21477 

 出 願 日：1986.2.3 
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 発 明 者：大泉 康，室山晶子，庄子 昇，竹本常松 
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 出 願 日：1986.2.3 

 

21. 発明の名称：ポリペプチド化合物 

 発 明 者：中村英士，小林淳一，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-28330 

 出 願 日：1986.2.12 
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 発 明 者：中村英士，小林淳一，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-36217 

 出 願 日：1986.2.20 

 

23. 発明の名称：ピロール化合物 

 発 明 者：小林淳一，中村英士，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-83876 

 出 願 日：1986.4.11 

 

24. 発明の名称：ポリペプチド化合物 

 発 明 者：中村英士，小林淳一，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-173457 

 出 願 日：1986.7.23 

 

25. 発明の名称：ピペリジン化合物 

 発 明 者：小林淳一，石橋正己，中村英士，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-183210 

 出 願 日：1986.8.4 

 

26. 発明の名称：ジテルペン化合物 

 発 明 者：中村英士，小林淳一，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 61-196896 

 出 願 日：1986.8.22 

 

27. 発明の名称：アルカロイド化合物 

 発 明 者：中村英士，小林淳一，大泉 康，松崎尹雄，朝武康子 
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 出 願 日：1986.8.22 
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 発 明 者：小林淳一，大泉 康 
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 出 願 日：1987.4.7 

 

29. 発明の名称：19員環マクロライド化合物 

 発 明 者：小林淳一，石橋正己，大泉 康 



 

 

 出 願 番 号：特願 昭 62-103132 

 出 願 日：1987.4.28 
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 発 明 者：小林淳一，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 62-144119 

 出 願 日：1987.6.11 
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 発 明 者：小林淳一，大泉 康 
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 発 明 者：小林淳一，大泉 康 
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33. 発明の名称：テルペン化合物 

 発 明 者：小林淳一，石橋正己，大泉 康 
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 発 明 者：小林淳一，大泉 康 
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 発 明 者：小林淳一，石橋正己，大泉 康 
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 発 明 者：小林淳一，大泉 康 
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 発 明 者：小林淳一，大泉 康 
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 出 願 日：1988.4.6 

 

38. 発明の名称：24員環マクロライド化合物 

 発 明 者：小林淳一，大泉 康 

 出 願 番 号：特願 昭 63-190638 

 出 願 日：1988.8.1 

 

39. 発明の名称：ジテルペン化合物 

 発 明 者：小林淳一，大泉 康，松崎尹雄，朝武康子 

 出 願 番 号：特願 昭 63-306919 

 出 願 日：1988.12.6 

 

40. 発明の名称：環状パーオキシド化合物 
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 出 願 日：1989.6.14 
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 出 願 日：1989.7.11 
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 発 明 者：大泉 康，安田英之，伊藤雅範，滝田俊男 

 出 願 番 号：特願 平 8-41804 

 出 願 日：1996.2.28 



 

 

44. 発明の名称：抗アレルギー剤 

 発 明 者：大泉 康，古川賢一，ナッタヤー チャイランシーラート， 

       太田富久，野幅重男 

 出 願 番 号：特願 平 8-229997 

 出 願 日：1996.8.30 

 

45. 発明の名称：シクロオキシゲナーゼ阻害剤及びこれを含有する飲食品 

 発 明 者：大泉 康，荒川勉，大澤謙二，志村進 

 出 願 番 号：特願 平 12-235023 

 出 願 日：2000.8.2 

 

46. 発明の名称：抗うつ・抗ストレス剤及びそれを含有する組成物 

 発 明 者：大泉 康，大澤謙二，荒川 勉 

 出 願 番 号：特願 平 13-336845 

 出 願 日：2001.11.1 

 

47. 発明の名称：プロスタグランジン E2遊離抑制剤 

 発 明 者：大泉 康，山國 徹，石黒京子 

 出 願 番 号：特願 平 15-157412 

 出 願 日：2003.6.3 

 

48. 発明の名称：神経変性疾患治療剤 

 発 明 者：大泉 康，山國 徹，井戸達雄，只野 武，三巻祥治，指田 豊 

 出 願 番 号：特願 平 16-57552 
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   特 許 番 号：450555号 

   特許出願人：大泉 康，山國 徹，（有）カンズ研究開発 

   登 録 日：2010.5.14 

 

49. 発明の名称：IkBキナーゼ阻害剤 

 発 明 者：大泉 康，山國 徹，荒川 勉，大澤謙二，志村 進 

 出 願 番 号：特願 平 16-114624 

 出 願 日：2004.4.8 

    

50. 発明の名称：学習記憶障害を改善する機能性食品 

 発 明 者：大泉 康，山國 徹，田口 茂，只野 武，三巻祥治 



 

 

 出 願 番 号：特願 平 17-252976 

 出 願 日：2005.9.1 

 

51. 発明の名称：認知障害改善薬 

発 明 者：山口喜久二，大泉 康，山國 徹，中島 晶，岩淵好治，渋谷正 

俊 

 出 願 番 号 : 特願 2009-546611（国際特許出願番号 PCT/JP2009/060937） 

 出 願 日 : 2009.11.18 

 

52. 発明の名称：学習・記憶障害および運動障害などを伴う中枢神経変性疾患を改 

善する乾燥植物組織および植物抽出物ならびにこれらを含有す

る医薬品および食品 

発 明 者：大泉 康，山國 徹，川畑 伊知郎， 吉田 雅昭 

特 許 番 号：WO2011105568 A1 

出 願 番 号：PCT/JP2011/054358 

出 願 日：2011.2.25 

特許出願人：小太郎漢方製薬株式会社，国立大学法人東北大学 

 

53. 発明の名称：ローヤルゼリーの抗認知症活性の増強剤 

発 明 者：大泉 康，瀧戸 次郎，山口 喜久二，猪股 宏，太田 昌樹 

特 許 番 号：6201086 

登 録 日：2017.9.1 

出 願 番 号：特願 2015－217639 

出 願 日：2015.11.5 

特許出願人：ジャパンローヤルゼリー㈱, 東北大学 

 

54. 発明の名称：医薬品組成物および食品 

(1)国内特許 

発 明 者：大泉 康, 嘉島康二，丸山浩司，奥 直人，清水広介，木村純子 

出 願 番 号：特願 2016-109715 

出 願 日：2016.6.1. 

特許出願人：株式会社三協ホールディングス，大泉康，静岡県公立大学法人 

 

55. 発明の名称：医薬組成物および食品 
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出 願 番 号：特願 2016-109716 
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57. 発明の名称：医薬組成物および食品
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Ⅳ. 論説・解説・対談 （1988～） 

1. 研究室から“海産生理活性物質の生命科学領域への応用”

大泉康, 小林淳一  ファルマシア, 24, 887-890 (1988)

2. 海洋生理活性物質の薬学領域への応用-研究の現状と将来の展望

大泉康  草薬（草野源次郎編）106-110 (1990) 

3. Ca チャンネルと病態

大泉康  治療学, 24(11), 119 (1990) 

4. 新任教授あいさつ

大泉康  あみこす（東北大学薬友会発行）35-2, 4-5 (1990) 

5. 21世紀のための海洋資源

大泉康  ファルマシア, 29, 59 3(1993)

6. 海洋生物の生理活性物質と創薬研究についての将来

大泉康  薬事日報（薬事日報社）8291 号 (1994) 

7. 夢ゆたかなる 21世紀の天然薬物資源の開拓

大泉康  薬科機器（日本薬科機器協会） 

8. 日本薬学会第 115 年会見どころ聞きどころ（生薬学天然物化学部会）

大泉康  薬事日報（薬事日報社）第 8488号 (1995) 

9. Ca 遊離チャンネルの分子制御機構の研究－天然生理活性物質からのアプロー

チ大泉康  CYRIC ニュース（東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープ

センター発行）No. 20, 7-12 (1996)

10. 葛根湯（2）基礎

大泉康  日本病院薬剤師会雑誌 32, 441-442 (1996) 

11. 第 5 回バイオサイエンスシンポジウム「細胞情報伝達研究－21 世紀に向けた

新展開」を企画するにあたって

大泉康  MEDCHEM NEWS, 7(2), 29 (1997) 

12. 生理活性物質をツールとして用いた細胞情報伝達機構の解明

大泉康  Medical Academy News（薬事日報社）第 654号 (1997) 

13. 第 5 回バイオサイエンスシンポジウム「細胞情報伝達研究－21 世紀に向けた

新展開」

大泉康  Medical Academy News（薬事日報社）第 655号 (1997) 

14. 薬物受容体を介した情報伝達の解明と創薬 S－16「生理活性物質をツールとし

て用いた細胞伝達機構の解明と創薬」

大泉康  日薬理誌, 110, 139-142 (1997) 

15. Mechanism of mastoparan-induced histamine release from RBL-2H3 cells

Mizumo, K., Nakahata, N. & Ohizumi, Y. CYRI Annual Report, 111-116 (1997)



16. 21 世紀の生命科学を拓く天然物研究－研究の過去, 現在そして未来への展望

大泉康  東北大学学報第 1488号, 199-200 (1998)

17. 天然由来物質バイカレインによる mitoten-activated protein kinase（MARK）カス

ケードの抑制

中畑則道, 姜れいき, 久津輪瑞代，大泉康  日薬理誌, 114, 215-219 (1999)

18. くすりのツールと作用（18）南天の実から単離された抗セロトニン薬の作用を

目で見る－モレキュラーモデリングを用いた作用解析

大泉康  東北大学学報第 1544号, 388 (2001)

19. 創薬と動物実験

大泉康  学術の動向（日本学術協力財団発行）2002 (9 号), 26-30 (2002)

20. 創薬と動物実験

大泉康  実験動物ニュース（日本実験動物学会発行）52,18-22 (2003)

21. 天然生理活性物質の医学・薬学への応用－特に海洋生理活性物質について

大泉康  秋薬 PRESS（秋田県薬剤師会発行）22(6), 3-20 (2004)

22. 名誉会長小澤光先生のご逝去を悼む、大泉康、応用薬理、65,49-50 (2003)

23. アルツハイマー病治療薬開発の新戦略

大泉康  まなびの杜（「まなびの杜」編集委員会発行）2005春号, No.31, 2 (2005) 

24. アルツハイマー病治療薬開発の新しいアプローチ

大泉康  応用薬理 68(3/4), 113-116 (2005) 

25. 国民医療費の高騰と医学・薬学の責任

大泉康  日薬理誌, 127, 1-2 (2006)〔転載：応用薬理,70,41-42(2006)〕 

26. 応用薬理研究会のこれまでの 40年とこれからの 40年

大泉康  応用薬理 72(1/2), 3 (2007) 

27. 高齢化社会における漢方薬及び機能性食品研究の重要性―アルツハイマー病

の対策を中心に―

大泉康  漢方研究 7月号, 26-27 (2008) 

28. 高齢化社会における薬用植物の教育研究の重要性について

大泉康  日本薬用植物友の会会報 第 101号, 2-3 (2008) 

29. 温州ミカン果皮（陳皮）の成分ノビレチンの抗認知症効果―漢方薬及び機能性

食品開発をめざして―

大泉康  日本薬用植物友の会会報 第 103号, 8-11 (2008) 

30. 漢方医学、漢方薬を普及させるために何が必要か？

大泉康 漢方研究, 452, 39-40 (2009) 

31. アルツハイマー等の認知症の予防・治療法の確立をめざして

大泉康 応用薬理, 81,27-29 (2011) 

32. 健康長寿を目指す社会における薬学者の責任



大泉康 ファルマシア, 50, 275 (2014)〔転載：応用薬理,86,71 (2014)〕 

33. 消費者に分かりやすい表示を考える‐応用薬理研究会，機能性の論文投稿を

積極的に募集（食品などの多機能性研究は日本の健康寿命に不可欠）

大泉康，渡辺泰雄，末木一夫（対談）FOOD STYLE 21,20（No5）,25-29 (2016)

〔転載：応用薬理,91,93-97 (2016)〕

34. 応用薬理研究会設立 50周年を迎えて―これまでの歴史と将来の展望

大泉康 応用薬理，92, 2-3 (2017)

35. 健康寿命の延伸という視点を重視 大泉康，関口洋一，嘉島康二(特別対談)

ヘルスライフビジネス(661号)10頁(平成 29年 6月 15日)

〔転載：応用薬理,94,1-3 (2018)〕

36. 機能性食品の力で『認知症予防』を 大泉康，又平芳春(特別対談) ヘルスラ

イフビジネス(716号)13頁(令和元年 10月 1日)

〔転載：応用薬理,98,3-4 (2020)〕




